
ミニガイド報告 

                                             記 Ｔ  

○森のフシギさがし 

 

１．日時：２０２６．８．９（日）  １０：００～１２：００              天気 晴れ 

２．リーダー：Ｔ               ききみみメンバー：２名 

３．参加者：大人 １名  子供 １名                   対象者：4歳以上 

４．ねらい：夏の森を散策し、不思議だなと思われる植物や昆虫などを見つけ、どうしてこうなるのかなど考え

てもらう。 

５．活動場所：多目的ルーム～芝生広場～散策路①～③東屋～多目的ルーム 

６．活動内容：草木の花や葉、昆虫などに目を向けながら観察し、五感を通して不思議だなと思われるものの特

性や違いについて理解してもらう。 

時間・場所       内            容 

１０：００ 

多目的ルーム 

 

 

 

センター前 

 

 

芝生広場 

散策路①～

③東屋 

 

 

 

 

１２：００ 

・挨拶、自己紹介 

・昆虫の標本やドングリの芽生えを観察する。 

 （ノコギリクワガタ雄、カブトムシ雄、オオクワガタ雌） 

・絵本「くわがたわくわくクイズ」をスライド上映し、クワガタのクイズを解きながら読む。 

・ワークシート「しぜんさがしビンゴ」を配布しやり方を説明する。バインダー、鉛筆を配布。 

・見つけたものをワークシートに〇印やメモを書く。 

・斜面にタカサゴユリの花、つぼみ多数。   ・植え込みにバッタもいた。 

・センター前周辺で、たくさんの項目に〇印をつけることができた。 

・バッタがよく飛んでいた。アリの行列やコオロギが住みかを出入りするのも見つけた。 

・セミの抜け殻やアブラゼミの成虫を目にした。よく鳴いていたのは、ツクツクボウシ。 

・4歳の男の子は、お母さんに見せたいものを次々に見つけていった。 

 ヤマザクラの樹皮、カキノキやタラヨウの葉、セミ（ニイニイゼミ、アブラゼミ）の抜け殻、 

 ヒトクチタケ、モンキアゲハ、キタキチョウ、キアシナガバチ、ヤママユの繭、ツマグロヒ 

ョウモンなどさまざまな生きものに出会った。    

・エゴノキの果実が大きくなっていたので、果皮を少しむいて泡実験をする。 

・アンケート依頼、解散。 

 


